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目的

新潟県北蒲原郡中条町において，高度経済成長初期に化学工場が，詔和49年から重室長の大

メーカーの工場が立地するに及び，本町は益々 しての様相をと整えている O ζζ  

で工業開発が大きく行われた地域を選び，その地域を地形的脅畿でじま分し，それに加え同地

形でありなが己農業的土地利患の進んだ、地域長選び，土地利用の変遷を通してそれぞれの地

らかにしようとするものでるる。

2. 中条町の概汎

本町iま， ら北北東40km内外に位置し， 85.67減，その内40%が農業期地で，

また農業用地中84第が水田で占めもれている。人口泣， 30，257人である。

ζζで図 1の地形留と合わせ， いところを見ると，留で誌編状地末端を中

心1<:，また畑は，砂丘を中心に優良地域が見主れる。(ζれは農業所得税資料北よる)
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3. 三地域の土地事j用の変遷か

( 1 )胎内JlI沿岸地域

流れる胎内]1"ま， ~IJ名勝無J11と呼ばれたほどの荒れJ1Iで，明治22年の河川改修以

前は網状涜となっていた。特に当地域は，鼠状地部分iζ位置し，氾護!京状になっているが，

地形分類閣に従いここでは谷寵平野と表記した。
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思2から土地利用を見ると，工場用地周辺が扇央部にあたるが，ここを中心として局辺に

築畑，林地が卓越している O また羽越線以東iこ細長く神びる荒れ地は， I日河道であり，これ

に爾央部及びその甥辺の土地は，戦前記おいて謂辺の農業集落の入会地であった。

(国 2)昭和35年作成(一部昭和37年のものを合む)(胎内川沿岸地譲〉

国3から昭和35年から昭和47年の間lこ，嬬央部及びi日河道部分で非議業的土地利用が進ん

だ。また弱国部から扇央部iこ向かい，崩端部から扇央部に向かつて水田が拡大したのが見ら

れるが，娼，桑畑等の土地利関は後退した。

(図 3)昭和47年作成

ここで属央部及び!日河滋部で非農業的土地利男が進んだ理由について，戦後，農地改革に

より中条町が人余地となっていた部分を買い上げ，その地にi境接する

って4戸入植させ，その開墾目壊面積をlOhaとして農業的土地利朗を進めようとしたが，失

敗した。そして昭和30年代初期に，築地の砂丘地から天然ガスが発見され，ガス化学工場が

駅に近い当地域iζ立地することとなる守つまり昭和22年から始まる開墾の失散が，大きな誘

因であるが，そり失敗の原因は，川、嫌が多く，植土が薄しリためと報告されており，自熱的

な条件が当時の f米増産期j における農業的土地利用の謀外条件であった。
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( 2 )乙砂丘地域

当地域に関し，農業的土地利用の変遷を考察する都合上，昭和35年当時水田が卓越してい

なかった地域も範囲に入れた。

図4，5から土地利用の変遷を見ると，第 11乙，砂丘地上の農業的土地利用がわずかに後退

し，工場::{;レフ場等の非農業的土地利用が大きく展開した。第 21こ，桑畑から水田へと変っ

た面積分，林地から桑畑へとその面積を減じなかった。第3に，桑畑から水田へ，普通畑か

ら水田へという具合に，水田の拡大が見られた乙とである口

(図4)昭和35年作成(一部昭和37年のものを含む)(乙砂丘地域)

乙砂丘地域 J 
(図5)昭和47年作成

一実線で描かれた所が砂丘

…点線で示された所が当地域の範囲

乙乙で砂丘地上の農業的土地利用の後退については，築地砂丘地域との比較のうえで後で

考察する O

( 3 )築地砂丘地域

当地域の場合，先の乙砂丘地域のように範囲を広げずとも，不都合はなかった。

図6，7から土地利用の変遷を見ると，まず第 1I乙，桑畑から普通畑への転換が見られる。

第 21<:，普通畑の拡大が著しい乙とである口

乙乙で乙の 2つの特徴は，相互に関連があると考えるのだが，その共通項として，乙の農

業的土地利用の拡大を行った農民，又は「むら」についてみてみる。
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6)昭幸033年作或

(図 7)昭和47年作成
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当砂丘地上iζ農業的土地利用の拡大iζ主導的な役割を果したのは，享長年間iζ行わ

雲寺潟干拓によって生まれた新田集落の農民である。当地域農民は，明治41年移出米検査制度

実施以後戦時中まで 小作争議のー中心地として新潟県内でも布名をはせたつま

の舟戸JII大堰揚71<機場等の竣功がなる以前は「腰切り回Jと称され，多大の労力，

わなければならなかった告そして戦後，入会地としていた砂丘地上の地を村氏各戸に

割していったことは，それからの沼地経営にとって独立自営的な性格が生まれてきたものと

られる。そし

乙の新田集落にタバコ

より桑の葉に付着させ，

く分布した桑揺が，普通部へ転換する契機となったのは，

されたことによるむ ζりタバコ栽培は，ニコチ

の葉を食べなくなるという事態を号iき起乙し，
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き起こした。しかし結局は，養蚕の衰退iζ伴い当地域に定着していったことが，

この農業的土地手当期の拡大を推進した大きな理由であると考える 9 また，それを進めた新田

うところが大きい。

( 2 )'乙砂丘地域

築地砂丘地域iζ対して乙砂丘地域は， おいて，当地域の面積の

約20労，すなわち 183.3haの入会地・部落有地が残存していた。ちなみiζ乙の当時.築地砂

丘地域の場合J該当地なしJと報告されている。 ζの差はつまり，乙砂丘地域の農家が鰐人

的に入会地等を利用し，姐作を¥収入悲得ょうとしても入会慣行等による fむらJ 社会的

制約のため，結局は積極的に農業経営の安定を目指そうとする各農家を生み育てiζくくした

と考えるつこのζとがひいては，砂丘上の入会地等の芝山・薪山が，化学肥料や電気・ガス・

にかわり，不必要になったにもかかわらず，農業的土地利用につながらず，後退させて

しまった原国となった。(尚，乙の人余地等は，現在も相当存続しているものと考えられる)

そしてつまりこの「むら」社会的制約が，先の3つの特徴に反映されている 例えば，水旧

の拡大，桑嬬の面積維持は，出来の組織・運嘗踊託子を加える必要がないことなどーと

るが，ここではそこまで深く研究できなかったため， ζれ以上論述しないむ

4 むすび

本町について3つの地域につい した。まず胎内JlI沿岸地域では，近年の減反故策iζ

より，当地域の水田はIt=l来 fザ、/レ田jと呼ばれ，客土を擁さなければならない田であるが，

しだいにその資本の投下も行われなくなっている合乙砂丘地域では，砂丘地tζ養鶏場をつく

り，その組織運首を企てているところもあるが，当砂丘地iζ現在24.7haが工業専培地域と

なっており，今後もそれほど農業的土地利用は展開しないものと考えられる。築地砂丘地域

においては，新田集落とそうでない集薄とではまたその地域差が見られるが，特にこの地域

は，昭和田年から昭和53年までの本町の農業投資の約幻帰宅長占め ζれからも農業的土地利

用が進むものと思われる。さらに新田集落でない集落の部分には，今後，非農業的土地平IJ現

(私立大学の附属学校等〉が進むζとが予想され，また計画されているものもある。
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